








































































谷、2019）32として使用された計 80 話で構成される民話集である33。 
 
 
32 柾谷氏との e メールでのやりとりによると、第１回テキストは 2013 年の初年度講座で用い
て以来、毎年改良を重ねているという。本論で使用したのは、2019 年 12 月最終更新のデータ
である。  
33 「南部昔コ語り部養成講座」の第１回テキストと第２回テキストに収録されていた民話 は、
























表 1 である。  
 





タ形 2,347 63.79% 
非タ／タッタ形  776 21.09% 
タッタ形 143 3.89% 
体言止め・述部なし・倒置等  165 4.48% 
その他34 248 6.74% 









表現に注目して出現文数を集計すると、表 2 のようになった。  
 
表 4 各アスペクト表現の出現文数 
  出現文数 % 
タ形 
（2347 文, 63.79%） 
タ 2184 59.36% 
テ（イ）ダ  96 2.69% 
テオリアンシタ  66 1.79% 
テラ 1 0.03% 
非タ／タッタ形  
(776 文, 21.09%) 
無標 682 18.54% 
テ（イ）ル  52 1.41% 
テオリアンス  40 1.09% 
テアル 2 0.05% 
タッタ形 
(143 文, 3.89%) 
テ（イ）ダッタ  61 1.66% 
タッタ 51 1.39% 
テラッタ 30 0.82% 






4.1. 完成相タ  





(2) 婆様ァ、爺様さ鍬よ持だせ、ぼったでで36畑さ行がせだ。  
「ネズミ穴に入った爺様の話」  
 
35 まるって＝とても（強い）  
36 ぼったでる＝追い立てる  
「日本の危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」 
青森県八戸方言調査報告書 











































4.2. 完成相非タ／タッタ  
完成相タに次いで多かったのが、タやタッタといったテンスなしで表現する方法（～ル、





























37 ばだめぐ＝あわてる  
38 こさる＝準備する  
「日本の危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」 
青森県八戸方言調査報告書 























4.3. 完成相タッタ  
東北方言には、タッタ形という独自のテンス形態が存在する。竹田（2020）によると、
これはテアッタが縮約されて成立したもので、現在と切り離された過去の意味を持つとい







(7) むが～し、むがし、あるどごさ、正直者で稼ぎ手の爺様ァいだったじ。  
「山の中の宝物」  
(8) むが～し、むがし、ある所に一人暮らしの婆様ァいだったず。  
 





































40 南部地方の民話では、「どっとはらい」が結末句にあたる。  
「日本の危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」 
青森県八戸方言調査報告書 
 2021 年 2 月 国立国語研究所 
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表 5 テ（イ）ダッタ、テラッタに後続した文末助詞 
 後続助詞なし ＋ジ ＋その他助詞  合計 
テ（イ）ダッタ  
8 51 2 
61 
13.11% 83.69% 3.28% 
テラッタ 
7 13 10 
30 


























(11) とにかぐ、みんなして、「グス」「グス」ど呼んでいだったじ。  
「うすのろのグス」  

















使用された全 52 文中 43 文が「て（い）るんでねえが」という形で実現していた。  
 
41 みったの＝のようなもの  
「日本の危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」 
青森県八戸方言調査報告書 









































































43 鮫＝八戸市の地名  
「日本の危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」 
青森県八戸方言調査報告書 










































平山輝男・編（2003）『青森県の言葉  日本のことばシリーズ』明治書院  
柾谷伸夫（2014）『南部昔コ集  第一集』アート＆コミュニティ  
柾谷伸夫（2016）『南部昔コ集  第二集』アート＆コミュニティ  
 
【付記】 
本研究は、八戸市公民館館長の柾谷伸夫氏のご協力によって行うことができました。
資料を提供してくださった柾谷氏に感謝するとともに、長年に渡って方言や民話の保
存・伝承活動を続けられている氏に心から敬意を表します。  
 
